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踏切事故は、毎年多数発生しており、鉄道運転事故のうち３割を占めております。その多
くが自動車、自転車、歩行者の直前横断、踏切道内での脱輪や、無理に踏切道内に進入
し脱出できなくなる停滞、踏切道手前に停車した車両の一部が踏切道内に飛び出すなど
し、列車に接触する限界支障など、無謀横断や運転操作ミスによる、踏切道通行者側の
原因によるものです。

近畿運輸局管内の踏切事故は、平成３０年度中に４４件発生し、これらの事故により２８
名の方が死傷されています。

踏切事故防止キャンペーン
マスコットキャラクター
（愛称：ストッピー）

踏切道通行者への啓発活動

平成30年度に近畿運輸局管内で発生した踏切事故の発生原因内訳

踏切道を通行する自動車のドライバー及び歩行者を対象に、交通ルールの遵
守、安全意識を高めることを目的とした「踏切事故防止キャンペーン」を近畿地
区の行政機関、警察、鉄道事業者及び自動車関係団体等が協力し実施します。

鉄道の日イベントでのＰＲ活動

近畿運輸局では、１１月１日から１０日まで踏切事故撲滅を目指し

踏切事故防止キャンペーン
を展開、啓発活動を実施しています。
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